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（広報資料）             

    令和２年３月１８日 

 京 都 市 上 下 水 道 局 

担当 経 営 戦 略 室 

  電話 ６７２－３１１４ 

「令和元年度 水に関する意識調査」 
の調査結果について 

 

京都市上下水道局では，「京（みやこ）の水ビジョン－あすをつくる－」及び「中

期経営プラン（２０１８－２０２２）」において，「京の上下水道を未来へ継承する広

報・広聴活動の推進」を取組の一つに掲げ，よりきめ細やかにお客さまの声をお聴き

し，事業運営に反映することとしています。 

この度，その一環として，令和元年１０月に「令和元年度 水に関する意識調査」

を実施しました。本調査は，平成１７年度，平成２２年度，平成２５年度，平成２７

年度及び平成３０年度にも実施しており，この間の経年変化の分析も含めて調査結果

を取りまとめましたので，お知らせします。 

 

１ 調査の目的 

節水型社会の定着や人口減少等による水需要の減少に加え，管路や施設の老朽化

が進み，経営環境が厳しさを更に増す状況においても，上下水道局は公営企業とし

て経済性を発揮しつつ，お客さまの期待に応えていく必要があります。 

そのため，お客さまの水道水の利用状況や節水意識等の水に関する意識や行動を

はじめ，事業に対するニーズや認知度等を把握することを目的として，本調査を実

施しました。 
 

２ 調査の内容 

⑴ 調査対象等 

ア 調査対象 京都市内に在住する満２０歳以上の５，０００名 

（住民基本台帳から無作為に抽出） 

イ 調査期間 令和元年１０月１日（火）～１０月３１日（木） 

ウ 調査方法 調査対象者に調査票を郵送により配布・回収 

エ 回 収 率 ４４．９%（回収数：２，２４６通） 

  ※前回調査 回収率：４１．１%（回収数：２，０５５通） 

  

京都市上下水道局 

マスコットキャラクター 

ホタルの澄都(すみと)くん 

 
約 2,200 人の方から回答を 

いただきました！ 
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⑵ 調査項目（８項目・２２問） 

ア ご自身・ご家族について（問１） 

イ 水に関するライフスタイルについて（問２～問５） 

ウ 水道水について（問６～問８） 

エ 事業全般について（問９～問１０） 

オ お客さまサービスについて（問１１～問１２） 

カ 水道料金について（問１３～問１４） 

キ 広報活動等について（問１５～問２０） 

ク 総合的な満足度，ご意見について（問２１～問２２）    

 

３ 調査結果の公表 

今回の調査結果は「令和元年度 水に関する意識調査【調査結果報告書】」に取

りまとめ，市会図書室，情報公開コーナー及び各市立図書館等に配架します。 

 

４ 主な調査項目の結果 

⑴ 「水」の飲み方 

「水」の飲み方について，「水道水をそのまま」飲む方の割合はおおむね３割程

度で推移している一方で，ミネラルウォーターを飲む方の割合は４割を超えてお

り，増加傾向にある。 

 

図表 「水」の飲み方[経年変化，複数回答] 
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⑵ 災害時の備蓄状況 

飲料水を「備蓄している」と回答した方の割合は平成２５年度以降増加し，こ

れまでで最大の６２．４%となり，「市販のミネラルウォーターなどを備蓄してい

る」方が５６．５%と最も多かった。 

 

図表 災害時の備蓄状況[経年変化，複数回答] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 水道水の「味」 

平成２２年度と比較すると，令和元年度では，７０歳以上の年代において，水

道水の「味」は「普通」と回答した方の割合が減少し，「おいしい」と回答した

方の割合が増加した。 

 

図表 水道水の「味」の感想 [年代別・経年変化] 
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⑷ 水道料金に対する意見 

水道水の味について「おいしい」と回答した方と「おいしくない」と回答した

方を比較すると，水道料金を「高い」と回答する方の割合が２倍以上異なった。

また，水道料金を「おおむね適正」と回答する方の割合も大きく異なった。 

 

図表 水道料金の印象[「水道水の味」への回答別] 

 

 

⑸ 水道事業・公共下水道事業全般の満足度 

京都市の水道・下水道全般に対する満足度については，これまでで最大となり，

平成２２年度と比較すると，令和元年度では，「満足」と回答した人の割合が，

全ての年代で増加した。特に４０歳代を中心に３０歳代から６０歳代までの満足

度がより向上しており，全ての世代で同程度の満足度となった。 

 

図表 水道事業・公共下水道事業の満足度[年代別・経年変化] 
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